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　In recent years, with the emergence of concepts such as “school caste”, attention has been focused on “group” within the class. Although 

the relationship between group and bullying is being investigated, the possibility of investigating bullying from the perspective of group 

has not been sufficiently examined. Therefore, the purpose of this study is to examine the possibility of investigating bullying from the 

perspective of group. As a result, relational aggression, which is difficult for teachers to see and understand, can be investigate from 

the group's perspective, and it can be possible to focus on bullying that has a serious impact on the victim, and to lead to a multifaceted 

understanding.

目　　次

第１章　いじめの先行研究の概観

　Ａ節　学校におけるいじめ

　Ｂ節　いじめの定義と種類

　Ｃ節　いじめの影響

　Ｄ節　集団への着目と介入

第２章　先行研究の課題と本研究の目的

　Ａ節　先行研究の課題

　Ｂ節　本研究の目的

第３章　グループに関する研究の概観

　Ａ節　定義

　Ｂ節　グループの特徴

　Ｃ節　発達的変化

　Ｄ節 　スクールカースト––近年注目が集まっている
グループ概念

　Ｅ節　まとめ

第４章　関係性攻撃に関する研究の概観

　Ａ節　定義

　Ｂ節　発達的変化

　Ｃ節　心理社会的適応との関連

　Ｄ節　介入

　Ｅ節　まとめ

第５章　考察

　Ａ節　グループにおける関係性攻撃

　Ｂ節　本研究の限界

第１章　いじめの先行研究の概観

Ａ節　学校におけるいじめ

　近年いじめ問題は学校や職場など様々な場面で取り

ざたされている。その中でも友達同士でのいじめは幼

少期の不適切な養育と同程度に，あるいはそれ以上に

若年成人の自殺を含むメンタルヘルスに対して悪影響

を及ぼすことが示されており１），学校での友人間での

いじめは特に深刻な問題であると考えられる。

　友人関係とは対等性，自発性，相互互恵性によって

特徴づけられる関係であり２），特に青年期は親との関

係よりも友人との関係が重要になる。その時期の友人

関係には安定化機能，社会的スキルの学習機能，モデ

ル機能などの正の側面がある一方で３），いじめのよう

な負の側面も存在する。

　このように青年期，つまり中高生では友人関係が重

要になるために，友人関係の負の側面の影響も大きく

なると考えられる。そこで本研究では中高生の学校に

おける友人間でのいじめに焦点化する。

Ｂ節　いじめの定義と種類

　いじめは文部科学省によって「①児童生徒に対して，

当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児

童生徒と一定の人間関係のある他の児童生徒が行う②

心理的又は物理的に影響を与える行為（インターネッ

トを通じて行われるものも含む。）であって，③当該

行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じてい

るもの④なお，起こった場所は学校の内外を問わな
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い」と定義されている４）。令和２年度のいじめの認知

件数は517163件であり，前年度に比べて減少傾向で
あったものの依然として高い水準を保っている状況で

ある５）。いじめの具体的な内容としては前述の調査６）

では「冷やかしやからかい，悪口や脅し文句，嫌なこ

とを言われる」「仲間はずれ，集団による無視をされる」

「軽くぶつかられたり，遊ぶふりをして叩かれたり，

蹴られたりする」「ひどくぶつかられたり，叩かれたり，

蹴られたりする」「金品をたかられる」「金品を隠された

り，盗まれたり，壊されたり，捨てられたりする」「嫌

なことや恥ずかしいこと，危険なことをされたり，さ

せられたりする」「パソコンや携帯電話等で，ひぼう・

中傷や嫌なことをされる」「その他」の９つが挙げられ

ており，いじめの中には多様な行為が含まれる。

令和２年度の調査６）ではその中でも，「冷やかしや

からかい，悪口や脅し文句，嫌なことを言われる」「軽

くぶつかられたり，遊ぶふりをして叩かれたり，蹴ら

れたりする」「仲間はずれ，集団による無視をされる」

が多くみられることが示されている。また下田７）も

日本で起こりやすいいじめとして「いやなあだ名や冷

やかし・からかい」「陰で悪口を言われる」「言語的攻

撃」「噂流し /ノート廻し」を挙げており，日本ではか
らかいや悪口，無視，仲間はずれなどの非暴力的ない

じめが起こりやすいと考えられる。

　このようにいじめを具体的な行動として捉えること

も可能だが，攻撃行動の類型を用いて捉えることも可

能である８）。攻撃行動には複数の分類の仕方が存在す

るが，攻撃行動の内容に着目した分類では身体を用い

て危害を加える身体的攻撃，言語を用いて危害を加え

る言語的攻撃，関係性を用いて危害を加える関係性攻

撃に分類を行う。この分類に従うと，日本では言葉を

用いた言語的攻撃や仲間との関係を用いた関係性攻撃

が起こりやすいと考えられる。

Ｃ節　いじめの影響

いじめは被害者のメンタルヘルスへの影響が指摘さ

れている。例えば岡安・高山９）はいじめが短期的に

は身体的な反応と，抑うつや不安などの精神的な反応

に繋がることを示している。またいじめの被害と自傷

行為10），自殺念慮や自殺企図との関連も示されてお

り11），より深刻な問題に繋がる可能性もあることがう

かがえる。さらにいじめの被害はメンタルヘルスへの

長期的な影響も示されている12）。

　またいじめは外在化問題にも影響を及ぼすことが指

摘されており，いじめの被害にあうことで攻撃性が高

まったり13），たばこ，アルコール，ドラッグの使用が

増えることが示されている14）。 
　このようにいじめは被害者に負の影響を及ぼすが，

加害者にも負の影響があることが指摘されている。例

えば加害と抑うつ15）や不安との関連が示されてい

る16）。またいじめの加害と心理社会的不適応の長期的

な関連も指摘されており，いじめを行ったことがある

者が大人になってから中程度から重度の内在化問題を

経験する傾向にあることが示されている17）。

以上からいじめは短期的にも長期的にも心理社会的

不適応をもたらすと考えられる。また被害者と加害者

の双方にとっていじめの影響は深刻なものであること

がうかがえ，適切な介入が必要である。

Ｄ節　集団への着目と介入

　近年ではいじめを集団で捉える考え方が主流になっ

ている。例えば日本では森田・清永18）のいじめの四

層構造が有名であり，加害者・被害者・観衆・傍観者

という４つの役割のもとでいじめを捉えている。また

諸外国ではparticipant roleという考え方が提唱されて
おり，加害者と被害者を含めた６つの役割が想定され

ている19）。

これらの理論からは加害者と被害者以外の行動が重

要であると考えられ，特に傍観者を仲裁者に変えるこ

とに注目が集まっている。「KiVa」を始めとした傍観
者に着目したプログラムも数多く作られておりいじめ

の減少などに対して一定の効果を示しているが20），依

然としていじめはなくなっていない。このことから傍

観者へのアプローチとは異なる新たな視点が必要な可

能性がうかがえる。

第２章　先行研究の課題と本研究の目的

Ａ節　先行研究の課題

　以上中高生の学校におけるいじめに関する研究を概

観した結果，いじめを集団で捉える考え方が主流に

なっており，傍観者を対象とするアプローチが注目さ

れて一定の効果をあげていることがうかがえた。一方

で依然としていじめはなくなっておらず，現状の集団

の捉え方やそれに伴う傍観者アプローチには限界点も

あるのではないかと考えられる。

集団と一概に述べたとしても生徒は学校生活を通し

てクラスや部活など様々な集団に所属している。その

中でもクラスは学校生活の多くの時間を過ごす場であ

るため，これまでのいじめ研究ではクラスという集団
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に着目していじめを捉えることが多かった21）22）。しか

し餅川23）がクラスの視点からいじめを捉えることは

説得力を持つが，現実の子どもの世界には本来の学級

集団は存在せず，その中にあるグループが重要である

と指摘していたり，鈴木24）がクラス内のグループが

いじめの温床であると指摘しているなど，経験的には

グループという視点からいじめを捉えることの重要性

が示唆されてきた。

そのような中で近年ではスクールカーストという概

念が登場し，クラスのグループに注目が集まってい

る。スクールカーストはいじめとの関連が指摘されて

おり，いじめを検討する際にグループの視点が取り入

れられるようになってきているが，グループ視点での

いじめの検討は未だに少ない状況である。

Ｂ節　本研究の目的

　前節ではグループという切り口からいじめを捉える

ことの重要性が示唆されたが，グループの視点からい

じめを捉えることについて十分に検討が行われていな

いことがうかがえた。そこで本研究では中高生のクラ

スでのいじめについて，グループという視点から捉え

ることの可能性について検討することを目的とする。

そのために本研究では「グループ」と「いじめ」のそ

れぞれの概念について整理を行い，最後にそれらを総

合してグループという視点からいじめを捉えることの

可能性について考察する。

　なお，前述の通りいじめには多様な内容が含まれて

いるが，日本では言語的攻撃や関係性攻撃が起こりや

すく，特に青年期は身体的攻撃や言語的攻撃の減少に

伴い関係性攻撃が台頭してくる時期である。したがっ

て，日本の中高生のクラスでのいじめを検討するに際

しては関係性攻撃が重要と考えられることから，本研

究では関係性攻撃に焦点化して検討を行うことにする。

第３章　グループに関する研究の概観

　本章ではグループについて，定義，特徴，発達的変

化の観点から概観する。また近年注目を集めており，

いじめとの関連が示唆されているスクールカーストに

ついても取り上げる。

Ａ節　定義

　グループには複数の定義が存在する。例えば山中25）

はグループを「同じ学級の児童・生徒で構成された，

休み時間などの時間になると，いつも一緒に過ごす児

童・生徒の集まりのこと」と，石田・小島26）は「学

校で一緒に教室移動したり休み時間に一緒にいるよう

な決まった友人グループ」と定義している。これらの

定義には多少異なる部分もあるものの，どれも学校生

活において一緒に過ごす時間が長い集団に言及してお

り，グループとは学校生活で長い時間をともにする集

団を指すことがうかがえる。

　一方でグループに固定的な定義を用いていない研究

もしばしばみられる27）。このことから特に定義をしな

くても生徒には「グループ」という言葉から思い浮か

べる特定の集団があることがうかがえ，グループの存

在が一般的なものになっていることがうかがえる。

Ｂ節　グループの特徴

　中高生のグループへの所属率は高く，男女ともに８

割程度の生徒が所属していることが示されている28）。

一方でグループは女子に顕著であることが経験的に指

摘されており，研究でも女子のグループに焦点が当た

ることが多く，女子グループの特徴に関する知見が多

く示されている。

例えば多和29）は女子のグループの特徴として，親

密度が高くて居心地がよく他者配慮がある場所である

ことを指摘している。また須藤30）はグループは自己

開示や相談をすることができる場であったことを示し

ており，女子にとってグループは学校での居場所であ

ると考えられる。

しかしグループには良い面ばかりではない。幸本31）

は女子グループの特徴として，①グループが固定的で

あること，②グループが閉鎖的であり，他のグループ

のメンバーに対して排他的であること，③グループは

メンバーのパーソナリティの一部であると考えられる

こと，④グループの存在は必ずしも歓迎されていない

こと，⑤グループ間に力関係があることを指摘してい

る。また野里・横山32）では女子は積極的な理由だけ

でなく，孤立を回避するという消極的な理由によりグ

ループに所属していることが示されている。このよう

に特に女子のグループは固定的，閉鎖的であり，居心

地が悪い側面もあると考えられる。またクラスでの孤

立を回避するために仕方なく所属している側面もうか

がえる。

このようにこれまで女子グループに着目した検討が

多い傾向にあるが，グループの特徴について性差を検

討した研究もいくつか存在している。それらでは上述

の特徴が女子に顕著であることが示される一方で33），

男子にも孤立回避など同様の傾向が示される場合もあ
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り34），多少の男女差はあるものの男女ともにクラスに

おいて孤立を回避するためにある程度固定的なグルー

プに所属していることがうかがえる。

Ｃ節　発達的変化

青年期の仲間集団は発達の観点ではギャンググルー

プ，チャムグループ，ピアグループの３つに分類する

ことができる35）。ギャンググループは小学校の中学年

以降にみられる同性同年齢の集団であり，外面的な同

一行動によって一体感を得ることが特徴的である。

チャムグループは中学生にみられる同性同年齢の集団

であり，言葉で内面的な類似性を確認して一体感を得

ることが特徴的である。ピアグループは高校生にみら

れる集団で，共通性や類似性だけでなく異質性も認め

合うことができ，互いの価値観を認めることが特徴的

である。

　このように仲間関係は類似性を重視するものから異

質性を認め合うものに発達していくと考えられる。し

かし近年ではグループの発達は必ずしも上記のような

過程を辿らず，放課後の外遊びの現象により遊びを共

有するギャンググループが消失し，そのかわりにチャ

ムグループが肥大化してピアグループが遷延化してい

ることが指摘されている36）。またチャムグループが肥

大化しているといっても多様な仲間集団での相互作用

を経験していない者が作る集団はチャムの性質が極め

て薄められたものであり36），Sullivan37）が指摘するよ
うな児童期の歪みを修正する関係には程遠いと考えら

れる。

このように近年の環境の変化によって仲間集団の発

達も変容し，チャム的な関係性が薄められたかたちで

長期化し，なかなか他者の異質性を認めることができ

るグループを形成することが難しい状況にあることが

うかがえ，グループの風土がよりいじめが起こりやす

いものになっていると考えられる。

Ｄ節　スクールカースト―近年注目が集まっているグ

ループ概念

　近年注目が集まっているグループの概念として，「ス

クールカースト」が存在する。元々はネット上で使わ

れはじめた言葉であるが，近年では学術的にも注目を

集めており，「クラス内の生徒の高低を要因としてあ

らわれる人間関係の序列構造」と定義されている38）。

スクールカーストはいじめと関連があることが経験

的に指摘されており，森口39）はいじめを読み解くた

めにスクールカーストを導入している。つまりこれま

で学術的にはクラス単位で捉えられてきたいじめにグ

ループという概念が導入され，グループを通したいじ

めの理解が広まりつつあると考えられる。しかし一方

で水野・加藤・太田40）が行った実証研究ではスクー

ルカーストといじめ加害，被害の関連は有意であった

ものの関連の程度がかなり弱いことが示されており，

グループ間の地位といじめの関連性は実質的な意味が

ないことが指摘されている。スクールカーストにより

いじめとグループの関連が意識されるようになったも

のの，その関連は実証研究では支持されなかったこと

から，グループという枠組みでの捉え方については更

なる精査が必要といえる。

Ｅ節　まとめ

グループに関する研究の概観からは，生徒には男女

ともに「グループ」という独特の固定的な集団が存在

することがうかがえた。またそのグループはこれまで

発達的な観点から指摘されてきた仲間集団とも異なる

面があると考えられる。チャムグループが肥大化しピ

アグループが遷延化していることが指摘されている

が41），それは単に発達段階が後ろ倒しになったという

ことではなさそうであり，クラスに存在するグループ

は極めて親密な関係というよりもクラスでの孤立とい

う負の側面を防ぐために仕方なく一緒にいるというよ

うな消極的な意味合いも含んでおり，そのために軋轢

も生じやすいのではないかと考えられる。

そのような独特なグループという概念から派生して

近年ではスクールカーストという概念が注目された

が，いじめにおけるグループの捉え方については更な

る精査が必要と考えられた。スクールカーストが着目

しているのはグループ間の序列構造であり，グループ

と他のグループとの関係性である。つまりグループと

いう枠組みを用いているものの，グループ内には焦点

化していなかった。一方で本研究からはグループの風

土が軋轢を生みやすいことがうかがえており，経験的

な指摘でもグループ内のいじめの問題点が指摘されて

いること42），またグループ内のいじめでは傍観者が自

分が次のターゲットになることを恐れて，またはグ

ループへの所属感を得るためにいじめに加担する傾向

にあることが指摘されていることから43）44），グループ

間の構造ではなくグループ内の力動がいじめと関連が

あるのではないかと考えられる。
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第４章　関係性攻撃に関する研究の概観

　本章では日本で起こりやすくかつ青年期に特徴的な

関係性攻撃について，定義，発達的変化，心理社会的

適応，介入の観点から概観する。

Ａ節　定義

関係性攻撃とは1995年に初めて提唱された攻撃行
動の概念の１つであり，それ以前に提唱されていた身

体的攻撃や言語的攻撃と対比するかたちで導入され

た。「意図的な操作や仲間関係にダメージを与えるこ

とによって，他者を傷つける行動」と定義され45），仲

間関係に危害を加える攻撃行動である。当初は女性が

行うことが想定されたが，日本では青年期において性

差は示されていない46）。具体的には「ある子に対して

腹を立てると，仕返しのためにその子を仲間はずれに

する」「“言うことをきかないと，嫌いになるよ”とお

どす」「ある子に対して腹を立てると，その子を無視し

たり話しかけるのをやめたりする」「活動や遊び時間

に，ある子を自分のグループに入れないようにする」

という攻撃行動が含まれる47）。また濱口・櫻井・桑原・

設楽・渡辺48）は噂の流布，陰口，操作，同調，社会

的排除，無視の６つの形態を示している。

以上から関係性攻撃は仲間関係にダメージを与える

行為であり，関係性が密な場合によりダメージが大き

いと考えられる。また攻撃行動の内容からは痕跡の残

りづらいことがうかがえ，周囲からは気付かれにくい

と考えられる。

Ｂ節　発達的変化

攻撃行動は発達に伴って形態を変化させることが指

摘されており，関係性攻撃は年齢が上がった青年期に

特徴的な攻撃行動である。児童期の初期には身体的攻

撃が多く，その後に言語的攻撃が増えるが49），それら

にとってかわるかたちで青年期に関係性攻撃が台頭す

る。

関係性攻撃が青年期にピークを迎える要因として，

まず能力の発達が挙げられる。青年期には認知力が高

度になり，抽象的，論理的な思考ができるようになっ

てメタ認知が発達する50）。Card, Stucky, Sawalani, & 
Little51）は関係性攻撃は他者の精神状態を理解する力
が必要であることを指摘しているが，関係性攻撃を行

うためには他者の認知状態を推論したり関係性の先を

見通すメタ的な視点が必要である。そのような能力が

備わってくる青年期において，関係性攻撃を行うこと

ができるようになると考えられる。

　また周囲からの影響も関係性攻撃が青年期にピーク

を迎える要因として挙げられる。青年期になると身体

的攻撃が親や友達から受け入れられなくなることが指

摘されており51），親，教師，友達からの否定的な評価

を避けるために関係性攻撃を用いるようになると考え

られる。

また青年期における関係性の変化も要因として挙げ

られる。児童期までは親との関係が大切であるが，青

年期は情緒的なサポートを得る相手が親から友達に移

行していく時期である52）。そのため友達との関係性が

より重要になり，そのような中で関係の軋轢が増加し

て関係性攻撃に繋がる可能性が考えられる。

以上から関係性攻撃は発達的な側面を基盤とした攻

撃行動であり，発達的な成長に伴う他者の理解を背景

としたより巧妙な攻撃行動であることがうかがえる。

Ｃ節　心理社会的適応との関連

　前述の通りいじめは被害者と加害者の双方に不適応

を及ぼすが，関係性攻撃も例外ではない。例えば被害

者では関係性攻撃と内在化問題との関連が示されてお

り，抑うつ，孤独感，自尊感情の低下との関連53），自

殺念慮のようなより深刻な問題との関連が示されてい

る54）。さらに関係性攻撃の被害は身体的攻撃と比較し

ても内在化問題と強い関連があることが示されてお

り55），関係性攻撃の被害者は強い内在化問題を抱える

傾向にあると考えられる。

　また関係性攻撃の被害は外在化問題との関連も指摘

されている。例えば非行や攻撃性との関連56），たばこ

やアルコールの使用，マリファナの使用と関連が示さ

れている57）。このことから関係性攻撃の被害は内在化

問題と外在化問題の両方に繋がると考えられる。

加害者についても孤独感や自尊感情の低下という内

在化問題58），行為障害や反抗挑戦性障害などの外在化

問題に影響を与えることが示されている59）。以上から

他のいじめ同様に関係性攻撃を受ける者も行う者もど

ちらも内在化，外在化双方の不適応の可能性があり，

特に被害者は他のいじめ以上に強い影響がある可能性

が考えられる。

Ｄ節　介入

　前節で示されたように関係性攻撃は心理社会的な不

適応に影響を及ぼすために，諸外国では関係性攻撃を

対象とした予防的なプログラムが開発されている。

Leff, Waasdorp, & Crick60）は関係性攻撃の９個の介入プ
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ログラムをレビューしている。そのうちの多くが小学

生を対象としたものであったが，「Second Stepと
「Sisters of Nia」は青年期を対象とするものであった。
　「Second Step」は６年生から８年生を対象に行われ，
ソーシャルコンピテンスを高めて衝動的な攻撃行動を

減らすことを目指しており，関係性攻撃だけではなく

身体的攻撃も対象となっている。効果としては介入群

では有意に攻撃行動の容認が低下することが示されて

いる61）。

　「Sisters of Nira」はアフリカ系アメリカ人の中学生の
女子生徒を対象に開発されたプログラムであり，関係

性攻撃を減らすことに焦点が当てられているが，民族

アイデンティティやジェンダーに関する内容も含まれ

ていることが特徴的である。効果としては介入群では

関係性攻撃が有意に低下することが示されている62）。

　このようにこれらのプログラムは効果は示されてい

るものの，Leff et al.63）はSociety for Prevention Research
が示す基準は満たしていないことを指摘しており，よ

りシステマティックな検討が必要であることを示唆し

ている。また日本でも関係性攻撃の介入プログラムの

開発は行われているが，エビデンスが示された効果的

なプログラムは提示されていない64）。このことから頑

健な手続きかつ効果の高い関係性攻撃の介入プログラ

ムの開発には現状至っていないことがうかがえる。

Ｅ節　まとめ

関係性攻撃に関する研究の概観からは，関係性攻撃

は他のいじめ同様に被害者と加害者の双方に深刻な影

響を及ぼす一方で，無視や排除に代表されるように部

外者からは見えづらい攻撃行動であるがうかがえた。

また関係性攻撃を行うためにはメタ認知を用いた状況

に対する多面的な理解が必要であり，発達段階が上が

ることで可能となる巧妙な攻撃行動であると考えら

れ，この点からも介入する教師には実態がわかりづら

いことがうかがえる。

一方で関係性攻撃は攻撃行動の中では周囲から認め

られやすいものであり，関係性攻撃を行うことはむし

ろ発達的には成長であると捉えられるというような，

ある種プラスの側面があると考えられる。実際関係性

攻撃は身体的攻撃などと比べて教師から深刻と捉えら

れづらいことが示されており65），悪いものであるとい

う認識が他の攻撃行動よりも持ちづらい可能性がうか

がえる。

このように関係性攻撃は外から見えづらく，かつ捉

え方も難しく，介入が難しい攻撃行動であることがう

かがえる。しかし現状は効果的な予防プログラムも存

在せず，現場での二次予防や三次予防に任されている

と考えられる。

第５章　考察

Ａ節　グループにおける関係性攻撃

　ここまでグループと関係性攻撃のそれぞれについて

研究の動向を概観してきた。以下ではそれぞれの内容

を総合して関係性攻撃をグループという視点から捉え

ることの可能性について検討を行う。

　グループに関する研究の概観からはクラスの中には

グループと呼ばれる集団があり，グループは軋轢が生

じやすい環境であるが，これまでグループという視点

からのいじめの検討は少なかったことがうかがえた。

スクールカーストへの注目によりいじめとグループの

関連が検討されるようになってきたが，グループ間の

構造への着目にとどまっており，グループ内の力動の

検討には至っていない状況である。

　また関係性攻撃の研究の概観からは，関係性攻撃の

被害者は他の攻撃行動よりも心理社会的不適応につな

がりやすい可能性がうかがえた66）。これは被害者に

とっての関係性攻撃の深刻さを示唆していると考えら

れるが，本研究からはなかでも関係性が密なものから

の関係性攻撃はより深刻であることがうかがえた。こ

のことから中高生が学校生活の基盤としているグルー

プの中での関係性攻撃は被害者へのダメージが大きい

と考えられ，被害者へのケアをはじめとした適切な対

応が必要だろう。このことから関係性攻撃においてグ

ループという枠組みを導入することで，より被害者へ

のダメージが大きく適切な介入が必要ないじめに焦点

化できるのではないかと考える。

　また関係性攻撃は心理社会的不適応に強く影響する

一方で，介入は現場に任されている。このことから教

師の対応は重要になるが，本研究からは関係性攻撃は

発達を基盤としたより巧妙な攻撃行動であり，教師か

らは実態がわかりづらく，深刻さを把握しづらいこと

がうかがえた。そのために教師の視点からの一面的な

理解では介入が難しく，より生徒に近い視点での理解

が必要であると考えられる。生徒がクラスを捉える際

に用いているグループという視点から関係性攻撃を捉

え，教師の視点では捉えることが難しかった点を補う

ことができるのではないかと考える。

　以上から関係性攻撃をグループの視点から捉え，そ

の内部の力動に着目することで，これまで見逃されて
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きた被害者に深刻な影響を及ぼすいじめに着目するこ

とができ，いじめの多面的な理解につながるのではな

いかと考えられる。さらにグループ内でのいじめでは

傍観者が加担者になりやすいことが示されていること

から67）68），グループの内部に着目することで傍観者ア

プローチの限界点も見えてくる可能性もうかがえる。

以上からいじめ，特に関係性攻撃においてはグループ

内部の問題としていじめを捉えることは効果的であ

り，傍観者を仲裁者に変えるという一面的なアプロー

チではなく，より力動を重視した多面的なアプローチ

を検討することができるのではないかと考える。

Ｂ節　本研究の限界

　本研究ではいじめについてグループという視点から

捉えることの可能性を検討することを目的としていた

ため，ナラティブレビューの方式を採用した。そのた

めに多様な視点からの文献の収集が可能であったが，

文献収集における恣意性は免れないと考えられる。そ

のため今後は本研究を手掛かりとしつつも，明確な基

準に基づいた整理を行う必要があると考えられる。
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